
参加費
無料

会場開催

日 時

会 場

定員
参加資格

2023年10月7日（土）13:00～16:00

神奈川中小企業センタービル１４階多目的ホール
関内駅より地歩5分（地図裏面） ※会場開催のみです。

先着２００名／社会福祉士会会員、学校関係者、スクールソー
シャルワーカー、大学生・高校生、自殺予防に関心のある県民、
民生委員等。子を持つ親など幅広い年齢層の方

公益社団法人神奈川県社会福祉士会 公益社団法人化１０周年記念

生きづらさを抱える若者のSOSが
聞こえますか

小中高生の自殺者は２０２２年は５１４人と過去最高になりました（政府
統計）。１日当たり１.４人の小中高生が全国のどこかで自殺で亡くなってい
るという現実があります。
自殺未遂者も含めればこの何倍も希死念慮を抱いている子どもたちがいる

と推測できます。小中高生と関わる仕事をしている3人の専門職の先生方に、
自殺にまで追い込まれている子どもたちの現状と課題をお話しいただきます。
そこから見えてくる子どもたちのSOSに気づいた自分達大人が、自分の立

場で今すぐにでもできることや、自分を含めた周りの大人たちが気を付ける
ことなどを一緒に考える場と機会になるように企画いたしました。皆様の参

加をお持ちしております。

1. 基調講演
髙橋 聡美氏（医学博士：一般社団法人髙橋聡美研究室代表）
子どものSOSを受け止めるには～SOS出し方教育を実践して～

2. 発達支援の現場から
広瀬 宏之氏（医師：横須賀市療育相談センター所長）
支援の基本「できた！」が発達の原動力～支援のゴールに向けて～

3. スクールソーシャルワーカー（SSW）から
横井 葉子氏（元SSW：聖徳大学 心理・福祉学部准教授）
専門職としてのSSWが求められる役割の実現のために～現場での実践から～

4. 3人のご講演後、若者の生きづらさのSOSを受け止める大人として、今すぐでき
ることや何ができるのか、何をすればよいのか先生方にお話を聞きます。

左のQRコードから案内ページにアクセスし、申し込みフォームから
お申し込みください。
開催１週間前にチケットをご自宅宛に郵送します。

http://www.kacsw.or.jp/publics/index/752/

お申込み方法

http://www.kacsw.or.jp/publics/index/752/


＜お願い・注意事項＞
• 会場内ではマスクの着用をお願いします。
• イベント当日に発熱・体調不良等の症状がある方は来場をお控えください。
• 会場開催のみです。オンラインでのリアルタイム配信・見逃し配信はありません。

会場名 公益財団法人神奈川産業振興センター多目的ホール

（神奈川中小企業センタービル 14階）

住所 〒231-0015 横浜市中区尾上町5-80

アクセス • 地下鉄［関内駅］ 7番出口より 徒歩2分

• JR［関内駅］北口より 徒歩5分 JR［桜木町駅］より 徒歩

7分

• みなとみらい線［馬車道駅］3番出口より 徒歩7分

主催

連絡先

公益社団法人神奈川県社会福祉士会 自殺対策委員会

住 所 〒221-0825
横浜市神奈川区反町3-17-2神奈川県社会福祉センター4F

ＴＥＬ 045-317-2045（平日9-17時）
Email web@kacsw.or.jp http://www.kacsw.or.jp/

お問い合わせ

mailto:web@kacsw.or.jp
http://www.kacsw.or.jp/
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